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文
學
博
士
　
濃
　
田
　
耕
　
作

　
　
第
踊
章
後
　
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
置
く
を
要
す
。
而
か
も
其
の
出
版
は
迅
遽
な
る
可
く
も

　
　
　
第
圃
簿
　
転
置
編
曲
論
叢
F
　
　
　
　
　
　
　
　
妄
に
之
を
遷
延
す
る
に
於
い
て
は
、
材
料
輻
嚢
し
て
盆
舟

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
ゆ
　
の
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七
四
．
鐵
版
の
義
務
　
考
古
學
酌
遺
跡
の
登
掘
は
其
れ
自
　
出
版
の
困
難
を
増
加
す
る
に
至
る
ず
、
し
○
さ
れ
ば
一
年
一

身
は
　
箇
の
破
壊
な
り
。
之
を
記
録
の
方
法
に
よ
り
て
保
　
回
の
素
掘
調
査
を
行
ふ
場
合
に
於
い
て
は
嶺
共
の
報
告
の

存
し
、
田
版
に
よ
り
て
記
録
を
喜
界
に
提
供
す
る
に
賢
い
　
串
版
は
，
宜
し
く
次
期
の
調
査
以
前
に
完
了
す
る
の
壁
悟

て
、
始
め
て
破
壌
の
罪
障
は
消
滅
せ
ら
る
。
故
に
輪
講
あ
　
な
か
る
可
か
ら
す
○
凡
そ
調
査
當
蒔
の
印
象
な
ほ
鮮
新
な

り
て
記
鎌
無
一
、
記
鐘
あ
り
て
之
が
出
版
刊
公
を
怠
る
は
　
る
際
に
於
け
る
報
告
は
、
多
少
考
謹
等
の
完
全
は
之
を
敏

畢
覚
公
的
資
料
を
破
壊
し
、
之
を
私
心
す
る
も
の
と
言
ふ
　
く
も
の
あ
る
も
、
事
實
の
蕉
確
印
象
の
朋
確
な
る
等
の
黙

零
し
∪
若
し
螢
掘
の
報
告
を
出
版
せ
ざ
る
位
な
ら
ば
、
始
　
に
於
い
て
、
猛
炎
重
版
の
も
の
に
勝
る
こ
と
萬
々
な
る
を
’

め
よ
り
登
掘
を
行
は
す
、
之
を
詳
し
学
べ
き
時
期
ま
で
、
　
劣
る
、
恐
れ
Q
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リ
　
の

遺
物
の
最
良
保
存
者
た
る
土
砂
中
に
野
壷
す
る
に
．
若
か
す
　
七
五
．
溜
版
　
考
古
長
上
の
出
版
に
於
い
て
吾
入
の
一
掃

故
に
炎
掘
報
告
の
出
版
は
、
書
髭
調
査
事
業
の
一
部
分
に
　
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
考
は
、
壷
振
が
本
管
の
附
録
π
参
と

し
て
、
決
し
て
分
離
す
聡
き
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
を
念
頭
．
云
ふ
量
見
な
り
Q
考
古
學
に
於
い
て
は
、
圃
版
は
本
文
と



尉
様
舞
は
其
れ
以
上
の
悟
値
を
有
す
○
圖
版
は
主
に
し
て

本
文
は
之
が
注
脚
た
る
場
合
寧
ろ
多
し
と
な
す
Q
斯
の
如

き
は
軍
に
考
古
學
の
み
に
止
ま
ら
す
、
多
く
の
記
流
｝
的
科

學
に
於
い
て
射
り
、

　
丸
塾
サ
ー
敏
授
曰
く
b
　
麟
。
琴
。
昌
。
后
銭
曙
q
・
砂
プ
。
諺
ρ
一
p
誓
暑
鼠
弓
。

　
　
亀
，
ぎ
。
】
（
o
昌
鎗
ζ
二
巴
2
，
ゼ
謡
く
。
菖
汐
コ
8
貯
h
富
で
一
触
み
。
。
・
｝
拶
ロ
創
跨
の

　
　
器
嵐
陥
。
。
ε
路
9
鴫
昏
◎
冨
。
嘗
ぎ
。
奪
算
費
帽
諾
罫
島
〇
一
〇
怖
暦
7
0
　
枠
。
房

　
　
包
財
鶏
ξ
e
驚
り
鴇
£
ぼ
∂
叫
剛
戸
（
二
二
9
嵩
。
旨
。
量
唱
．
に
劇
）

故
に
出
版
印
制
に
際
し
て
、
吾
入
は
先
づ
騒
版
を
調
製
し

其
の
後
に
於
い
て
本
文
を
稿
～
す
る
を
原
則
と
す
可
き
な

り
》
圖
版
は
其
の
原
版
に
周
密
な
る
注
意
を
梯
ふ
可
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ロ
タ
イ
プ

云
ふ
迄
も
無
く
其
の
性
質
に
從
っ
て
破
璃
月
日
翼
銅
版
、

時
雨
石
版
、
石
版
、
，
木
版
．
寓
眞
三
色
版
等
夕
慮
生
す
窪

く
、
今
n
り
に
於
い
て
著
蒋
が
此
等
製
版
及
印
刷
の
事
項
に

通
勤
せ
ざ
る
は
、
肝
要
な
る
學
術
上
の
素
養
を
敏
く
と
同

】
事
に
し
て
、
決
し
て
許
容
一
過
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な

り
。
、

　
画
版
の
調
製
に
陣
し
て
、
八
ト
リ
！
敢
授
は
共
の
『
考
古
墨
・
の
員
的
の

　
　
　
第
四
巷
　
羅
纂
　
考
古
學
の
栞

ダ

　
方
法
』
に
於
い
て
緊
要
痛
切
な
ろ
幾
多
の
油
意
外
試
み
ら
れ
六
り
。
鍬

　
　
へ
ば
圏
版
は
二
頁
大
の
も
の
は
時
に
必
．
嬰
な
る
も
、
折
込
み
の
も
の
は

　
保
霧
披
見
ぼ
不
便
多
き
な
以
て
、
努
め
て
之
な
趣
く
可
し
。
圃
版
に
於

　
　
い
て
其
の
右
端
は
最
も
注
意
な
旨
く
場
灰
な
る
な
以
て
、
珊
要
な
ろ
物

　
件
は
常
に
共
の
蓬
に
間
す
る
な
要
す
。
（
碍
本
風
の
製
本
に
於
て
は
左
端

　
な
る
要
し
）
叉
六
三
冬
共
他
に
一
己
て
原
圏
当
切
黄
に
締
揚
す
る
際
に

　
豫
め
丈
三
毛
形
の
縮
小
¢
ら
る
㌧
脳
慮
り
て
、
之
た
描
き
置
く
に
非
す

　
　
ん
ば
、
絵
リ
r
縮
小
し
て
不
鮮
明
に
照
ろ
こ
と
あ
り
。
圏
瓶
キ
ト
は
之

　
が
了
解
に
必
要
な
ろ
説
明
瀞
も
加
へ
て
、
一
々
水
溜
な
謝
照
す
ろ
の
煩

　
　
な
省
く
に
軸
劣
む
即
し
り

　
　
　
ゆ
　
　

・
七
ふ
ハ
、
本
文
　
本
文
は
圖
版
に
於
い
て
現
は
さ
れ
だ
る
事

實
闘
係
を
樋
門
す
る
に
在
り
○
其
の
文
章
は
簡
明
有
戯
な

る
を
期
オ
・
可
く
、
事
實
の
説
明
と
著
者
の
臆
説
と
を
峻
別

し
て
当
事
實
に
醤
す
る
公
尋
無
私
た
α
る
態
度
を
失
ふ
可
か

ら
す
。
若
し
妄
に
臆
説
を
以
て
羅
實
を
騨
す
る
に
於
い
て

は
、
致
ハ
の
臆
説
の
儂
値
を
失
ふ
と
同
時
に
、
察
實
の
報
蓮

三
々
信
用
す
可
か
ら
ざ
る
に
至
ら
む
。
叉
た
已
に
述
べ
し

が
如
く
考
古
學
的
報
告
に
於
い
て
は
、
圓
版
を
圭
ε
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
｛
○
践
　
（
四
五
九
）



第
四
巻
　
難
纂
　
考
古
墨
の
栞

を
以
て
、
本
文
は
其
の
分
量
面
積
圖
版
に
比
し
て
少
な
き

を
憂
ひ
す
。
圖
版
の
踏
継
を
勤
照
す
る
に
必
要
な
る
索
引

を
附
す
る
こ
と
を
纏
る
可
か
ら
す
）

　
　
考
古
學
的
出
版
罪
物
は
鐘
年
盆
々
忍
歩
伊
の
精
巧
な
舶
へ
、
各
㎞
國
亦
距
装
ハ
の

　
　
特
長
な
異
に
す
う
も
の
あ
り
G
例
へ
ば
聚
院
賞
リ
ム
ビ
ャ
慢
掘
ド
關
丁

　
　
る
狸
逸
の
轟
版
、
デ
ル
フ
ィ
陸
掘
に
寵
す
る
佛
齪
西
の
禺
版
（
未
了
了
）

　
　
等
一
々
赦
暴
に
蓬
あ
ら
で
。
就
中
二
三
注
意
す
可
き
も
の
な
例
ぜ
ん
か

　
　
来
ホ
ー
ス
夫
人
の
タ
リ
ー
下
島
グ
〃
ー
ニ
ヤ
の
擬
掘
報
皆
（
躍
9
詩
聖
。
｝

　
　
0
2
剛
葺
ぎ
お
目
O
V
の
如
き
は
圏
版
の
畳
澤
驚
く
可
く
、
英
ス
タ
イ
γ
氏

　
　
の
支
那
和
閾
…
（
。
α
正
出
〉
蓉
”
o
翼
H
（
ぎ
件
碧
脂
曾
O
）
の
如
き
は
申
庸
海
面

　
　
猫
〃
コ
ソ
グ
氏
の
支
那
高
昌
、
9
0
Q
o
磐
O
ぎ
・
δ
『
o
脳
鵠
馬
。
）
の
配
電
は

　
　
岡
版
の
精
妙
他
に
芙
比
を
見
す
。
此
等
出
版
物
の
外
、
雑
誌
年
報
類
の

　
　
各
闘
學
曾
に
於
て
出
版
ぜ
ら
る
㌧
者
に
、
各
、
人
の
範
と
ず
可
き
も
の
少

　
　
な
か
ら
す
、
就
中
ぺ
あ
り
一
敏
授
の
挨
日
英
國
考
古
線
∵
曾
の
掲
版
報
皆

　
　
の
如
き
は
其
一
な
り
。
我
圃
に
於
い
て
も
蹴
京
帝
國
大
照
紀
要
串
考
古

　
　
墨
・
的
野
版
一
警
醒
す
可
き
も
の
多
く
，
京
都
帝
…
幽
大
學
に
於
い
て
も
、

　
　
近
年
考
香
學
丹
究
澱
告
苦
か
毎
年
一
厨
宛
出
版
し
つ
・
あ
り
。

　
　
　
第
二
乱
民
駒
邊
跡
の
保
馨

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
む
　
ゆ

七
七
、
保
存
の
義
務
　
素
掘
の
報
告
幾
版
の
義
勝
と
共
に

第
三
號
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
（
㎜
悶
山
ハ
○
〉

考
古
學
者
の
負
搬
す
軽
き
義
務
の
一
は
、
逡
物
遺
跡
の
保

存
な
り
。
最
良
の
逡
物
保
存
渚
π
る
土
砂
中
よ
り
取
畿
し

π
る
遺
物
に
回
し
て
、
吾
人
は
少
5
・
も
土
砂
申
に
於
け

る
と
同
様
、
若
く
は
之
に
近
き
保
存
法
を
講
じ
、
學
術
上

の
資
料
を
永
遠
に
傳
へ
、
後
の
學
者
の
研
究
に
資
せ
し
め

ざ
る
可
か
ら
す
G
腰
掘
せ
ら
れ
た
る
遺
物
の
保
存
法
は
、

“
現
場
或
は
癒
急
の
方
法
ご
，
完
全
な
る
所
謂
「
博
物
館
的

方
法
」
の
別
あ
る
可
く
詳
細
は
ラ
」
ト
グ
ン
氏
の
著
書

巨
多
の
〇
三
も
屋
ω
○
芝
葺
ご
一
；
｛
〉
三
β
a
瓢
窃
層
∩
碧
μ
旨
昌
鳥
σ
q
o
レ
O
O
歌

島
に
其
の
詳
細
を
譲
り
、
今
ま
左
に
簡
輩
な
る
旛
急
的
方

法
を
少
し
び
述
ぶ
る
肌
あ
ら
む
。

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

七
入
、
石
製
土
製
品
　
に
於
い
て
最
も
恐
る
可
き
破
壌
力

は
黒
歯
な
り
。
故
に
臨
分
を
含
め
る
疑
を
有
す
る
石
製
土

禦
の
製
品
は
、
長
時
聞
清
水
豊
漁
を
行
ふ
趣
く
、
花
醐
石

の
脆
弱
こ
な
り
．
陶
器
の
粘
藥
の
亀
裂
し
て
琵
解
の
恐
あ

る
も
の
㌦
如
き
は
パ
ラ
フ
ィ
ン
蟻
を
以
て
之
を
固
定
す
可

し
O
其
他
石
膏
セ
メ
ン
ト
漆
喰
等
を
使
用
し
て
石
材
の
破

ρ



壌
を
防
ぐ
可
き
は
言
ふ
を
倹
だ
す
Q
ス
ッ
ッ
コ
（
Q
Q
ε
0
8
）

は
煉
琵
等
の
上
に
施
さ
れ
し
も
の
は
、
裏
面
よ
り
煉
蔦
等

の
物
質
を
可
及
的
除
去
し
、
之
を
枠
に
容
れ
裏
面
よ
り
石

膏
セ
メ
ン
ト
の
類
を
以
て
固
定
す
亡
し
。
ス
ツ
ッ
コ
の
上

に
施
さ
れ
た
る
総
…
諜
　
即
ち
壁
画
の
類
に
至
っ
て
は
び
q
ρ
5
で

神
託
冨
ヨ
。
『
魚
田
液
、
近
誰
里
博
士
の
硬
化
液
、
メ
ラ
フ
イ
ン
㈱
醐
タ

ピ
オ
カ
液
N
も
。
コ
等
を
用
み
て
岡
申
す
る
の
方
法
を
取

る
出
し
。

　
法
隆
寺
金
網
壁
査
の
保
存
法
に
下
し
て
、
近
頃
世
問
の
問
題
と
な
り
し

　
も
の
あ
る
に
帯
入
の
知
る
灰
な
り
。
奨
の
壁
頂
な
現
存
の
儲
に
し
て
切

　
敢
ら
す
、
之
宏
保
存
す
る
に
は
，
近
重
博
土
の
硬
牝
液
或
は
之
と
略
ほ

　
　
園
性
質
の
ガ
ム
，
ダ
ム
マ
ー
液
わ
翔
る
う
な
以
て
最
頁
の
方
法
と
な
す

　
．
賃
疑
ふ
の
蝕
地
な
し
G
其
の
二
三
．
三
等
仁
奄
同
製
鋲
の
如
き
な
打
込
む

　
　
こ
と
亦
距
巳
む
ん
得
ざ
る
題
し
。
隅
題
は
ジ
等
》
法
な
實
地
に
漣
明
す

　
　
る
一
枝
術
の
巧
拙
恕
鱈
に
．
あ
り
、
労
法
の
翼
否
は
己
に
議
論
の
餓
心
あ
る

　
　
か
見
す
Q
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
　
　
　

毛
九
、
織
物
　
紙
類
　
に
於
い
て
も
璽
分
の
除
去
は
緊
要

鰹
件
に
し
て
、
こ
れ
経
た
清
水
洗
瓶
の
方
法
を
用
ゆ
可
く

　
　
　
環
四
二
　
難
藻
　
考
古
攣
①
楽

斯
く
の
如
き
有
機
質
の
水
洗
に
は
少
許
の
石
馬
酸
を
加
ふ

る
を
以
て
宜
し
と
云
へ
b
（
ペ
ト
リ
ー
博
士
）
之
を
水
中
よ

り
取
翻
し
て
後
タ
オ
ル
或
は
吸
取
紙
を
重
ね
て
静
に
水
分

を
取
去
る
可
く
急
に
日
光
に
暴
露
し
、
或
は
火
熟
を
加
ふ

る
こ
と
は
危
険
な
り
○
紙
類
の
憲
子
の
・
如
き
襲
掘
の
際
直

に
乾
燥
せ
し
む
る
時
は
粉
確
す
る
の
恐
あ
り
。
故
に
灘
手

拭
或
は
水
中
に
重
し
置
き
旨
徐
艦
保
存
法
を
講
ず
可
き
な

り
○
窓
子
を
懇
さ
旗
ぐ
る
に
は
、
　
一
夜
位
水
申
に
線
し
た

る
後
面
を
取
芳
し
て
細
心
に
虞
理
す
驚
く
、
共
の
乾
き
だ

お
後
ち
は
薄
き
紙
上
に
置
き
馬
面
よ
り
硝
子
板
を
以
て
挾

む
等
の
方
法
を
用
ゆ
重
き
な
b
c
漆
器
の
漸
片
の
動
き
も

亦
た
之
と
相
似
た
る
方
法
を
取
る
可
き
こ
ご
は
、
余
輩
倉

似
瀟
…
淵
四
病
城
騨
古
・
墳
の
磯
掘
に
於
い
て
實
験
せ
り
。

　
伊
太
利
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
焚
臼
ん
の
、
パ
ヒ
リ
懸
子
の
虞
理
減
は
、
山
文
那
茜

　
三
等
に
て
檬
掘
の
経
碁
等
に
慮
川
す
可
き
も
の
な
ら
む
。
其
の
詳
細
に

　
㍉
。
ピ
ぎ
…
ゆ
跨
灸
養
（
ε
、
困
）
ぞ
【
識
〔
剛
聯
碁
罫
（
多
門
ご
ダ
ご
績
）
等
な
見
よ

　
ビ
弩
ぎ
…
b
d
霞
貯
簿
自
つ
ま
巳
麟
p
2
3
ピ
ニ
ヌ
［
§
》
ヒ
、
O
い

　
　
　
む
　
ゆ
　
ゆ

入
○
、
金
属
類
　
の
虞
瑳
絵
は
其
の
普
歪
な
る
も
の
一
二

第
旧
こ
號
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
…
四
臨
ハ
一
）



第
四
巻
　
　
難
　
纂
　
　
考
　
古
　
學
　
の
　
莱

を
累
げ
ん
に
、
餓
は
表
面
の
薄
鋪
之
を
強
硝
酸
等
を
以
て

除
去
す
る
を
得
る
も
、
垂
膿
酸
化
せ
る
も
の
は
、
た
呉

ラ
フ
ィ
ツ
蝋
の
溶
液
に
浸
し
て
、
將
來
の
鋪
化
を
防
ぐ
可

き
の
み
Q
青
銅
は
言
言
は
稀
炭
酸
液
に
浸
し
て
婁
の
錨
，
を

取
り
、
之
を
取
出
し
て
後
ち
、
清
水
洗
漁
を
充
分
に
し
、
酸

液
の
殖
留
を
除
く
こ
ご
肝
要
な
う
。
叉
た
青
磁
を
除
去
す

る
に
際
し
て
、
名
標
意
匠
等
を
認
む
る
に
差
支
な
き
一
部

分
の
錨
を
其
の
儘
保
存
し
て
、
器
物
の
原
飛
を
存
し
置
く

こ
と
必
要
な
る
書
し
。

　
骨
董
者
流
は
古
色
の
美
を
愛
し
て
、
鋪
奄
除
去
す
う
な
霧
ば
す
。
之
が

　
爲
め
呉
の
器
物
の
二
値
に
重
大
な
ろ
關
係
あ
る
詑
銘
絞
様
等
な
知
る
能

　
に
ざ
ろ
も
の
少
な
か
ら
ず
。
彼
等
の
既
の
弊
あ
る
は
，
な
ほ
忍
ぶ
可
し

　
r
と
す
ろ
も
、
弓
術
研
究
尋
以
て
劉
的
と
す
ろ
人
々
或
は
團
駿
に
於
い
て

　
其
の
流
弊
な
股
す
る
こ
と
能
は
ざ
ろ
も
の
往
々
に
し
て
暴
れ
あ
る
は
慨

　
す
豪
し
と
な
す
。

　
　
　
第
罵
飾
遣
物
遣
跡
の
修
理

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
に

八
一
、
修
理
の
必
要
　
遣
物
の
保
存
に
擬
す
る
慮
理
法
ご

曲
ハ
に
離
す
可
か
ら
ざ
る
は
其
の
修
狸
な
り
。
修
理
は
古
る

轄
翔
　
三
穂
㈱
　
　
　
一
〇
入
　
　
（
四
山
ハ
ニ
）

意
昧
に
於
い
て
は
一
の
保
存
法
な
り
Q
例
へ
ば
土
器
の
口

緑
郡
の
辛
う
b
て
腹
蔀
に
接
せ
る
も
の
」
如
き
、
建
築
物

に
於
い
で
軒
を
支
ふ
る
粒
の
砿
損
せ
る
も
の
㌦
動
き
、
保

存
上
共
の
鱗
損
都
を
修
理
す
る
の
必
要
あ
り
。
此
等
保
存

に
必
要
な
る
修
理
に
書
し
て
は
、
之
が
施
行
に
異
論
な
し

と
雛
も
，
守
れ
以
上
の
修
理
に
就
き
て
は
頗
る
議
論
多
く

其
の
限
界
は
容
易
に
之
を
定
む
る
こ
ε
難
し
○

　
　
　
ゆ
　
む
　
ら
　
の
　
ゆ

八
二
、
修
理
の
程
度
　
輩
に
考
腹
黒
の
資
料
と
し
て
は
遺

物
は
婁
の
保
存
に
絶
封
的
必
要
な
る
程
度
以
上
の
修
魂
を

無
用
と
す
。
然
れ
ど
も
掛
物
は
軍
に
考
古
學
蘭
資
料
π
る

の
み
な
ら
す
、
之
を
博
物
館
等
に
陳
洌
し
て
、
槻
者
に
美

的
槻
賞
を
満
足
せ
、
し
む
可
き
必
要
あ
る
も
の
あ
り
Q
或
は

建
築
物
の
如
く
實
用
に
供
し
．
宗
敷
の
儀
鵜
に
使
用
す
る

を
必
要
ざ
す
る
も
の
あ
り
。
或
は
彫
刻
物
等
の
動
く
其
の

敏
損
都
を
補
修
す
る
に
非
す
ん
ぱ
、
醜
黙
を
呈
し
、
叉
は

原
形
を
髪
．
髭
し
難
き
も
の
あ
り
。
此
等
の
場
合
に
於
い
て

吾
入
は
輩
に
保
存
に
必
要
な
る
程
度
の
以
土
の
修
理
を
要

評



求
せ
ら
る
」
此
の
場
合
に
於
け
る
修
理
の
程
度
と
方
法
と

は
、
・
今
の
践
に
詳
論
す
る
暇
な
き
も
．
要
す
・
る
に
美
的
要

求
に
労
す
る
黙
に
於
い
て
も
最
小
限
に
於
い
て
之
を
行
ひ

原
物
と
修
理
の
部
分
と
は
．
美
凱
を
損
せ
ざ
る
限
り
、
之

を
涯
識
し
能
ふ
糠
に
な
し
置
く
を
要
す
O

　
建
築
物
の
修
理
の
場
合
に
於
い
て
起
ろ
寸
地
は
、
其
の
建
築
當
初
の
形

　
鱗
に
復
画
す
可
き
か
、
膀
六
戸
以
後
の
補
職
の
欝
修
理
す
可
き
か
の
問

　
題
な
り
。
奈
良
新
羅
…
師
守
本
堂
の
鯵
理
に
幽
い
イ
…
藤
野
憾
岳
は
共
の
創
…

　
立
常
暗
の
原
器
に
復
原
し
、
後
世
の
附
加
物
ん
・
除
去
ぜ
ら
れ
た
る
な
以

　
て
、
之
な
非
難
ず
ろ
～
，
の
少
か
ら
ざ
り
き
。
司
れ
一
は
修
理
の
技
師
と

　
二
間
の
趣
瞳
に
よ
り
て
、
遽
に
其
の
謝
罪
葎
定
め
難
き
も
、
美
術
の
作

　
品
と
し
て
の
保
存
修
理
に
は
創
立
の
原
状
に
復
す
る
葎
可
と
す
町
く
、

　
考
古
學
の
資
料
と
し
て
は
其
以
後
の
補
加
物
を
も
保
存
ず
る
に
若
か

　
す
。

　
　
　
　
　
の
　
ひ
　
　
　
ゆ

八
三
隔
修
理
の
方
法
　
建
築
物
の
修
理
．
金
峰
石
材
等
の

作
品
の
修
理
等
は
特
殊
の
技
術
を
要
し
、
考
古
學
渚
自
ら

之
を
加
手
す
る
場
合
少
な
き
も
、
土
器
の
修
理
は
吾
人
の

常
に
出
血
す
る
所
に
し
て
，
．
婁
の
方
法
を
心
得
る
こ
と
㌍

　
　
　
第
四
谷
　
断
割
　
孝
が
撃
の
粟

要
な
ら
○
之
に
は
先
づ
同
一
器
の
破
片
と
思
は
る
』
も
の

又
同
一
場
腱
に
て
意
見
せ
ら
れ
し
破
片
を
、
卓
子
上
に
並

べ
、
口
脇
、
肩
，
腹
、
血
石
の
．
各
部
を
選
り
分
け
。
其
の

破
れ
ロ
の
角
度
、
破
片
の
色
澤
絞
様
等
を
識
別
し
之
が
接

績
を
試
む
正
し
〇
　
一
見
接
合
の
豊
な
き
が
動
き
破
片
も
、

忽
耐
苦
心
の
末
完
壁
こ
な
す
を
得
る
場
合
少
か
ら
す
○

　
接
合
に
は
膠
、
ソ
ソ
ク
b
麗
な
用
み
る
こ
と
あ
ろ
も
、
ツ
γ
前
ソ
、
ラ

　
　
ツ
グ
（
N
毛
舜
ξ
ε
と
穂
す
る
硝
酸
セ
ル
ロ
イ
ド
溶
液
（
来
園
○
讐
話

　
氏
の
漿
明
）
を
用
み
る
奄
便
と
す
。
此
の
液
は
ま
靴
パ
ラ
ン
ヒ
ソ
鵬
と

　
同
じ
く
、
之
な
塗
布
し
保
葎
に
用
ふ
可
き
な
リ
。
破
片
の
心
沁
存
ぜ
ざ
る

　
も
の
は
、
共
の
峡
失
部
な
石
膏
を
以
て
補
足
す
可
く
、
英
國
釧
橋
考
古

　
博
物
館
に
於
い
て
は
，
づ
虜
〃
露
な
以
て
輔
修
し
．
好
結
果
存
得
つ
」

　
　
あ
る
な
聞
け
リ
。

　
　
　
ゆ
　
つ
　
の
　
ゆ
　
の

八
四
．
遽
跡
の
修
理
　
癒
跡
の
修
理
に
於
い
て
も
、
其
の

保
存
の
必
要
以
上
、
美
、
凱
の
要
求
の
簸
小
限
に
止
む
可
き

を
原
案
ご
な
す
Q
叉
た
其
の
遺
跡
に
於
い
て
疲
見
の
遺
物

は
可
及
飴
閃
に
原
呪
縛
に
置
く
｝
」
マ
」
、
d
ボ
ム
ペ
イ
の
’
新
瀦
恢
掘

に
於
げ
る
が
如
く
す
旧
く
塾
或
は
模
造
口
開
を
以
て
一
原
物
に

第
三
號
　
　
　
一
〇
九
　
　
（
四
六
三
）



　
　
　
鑑
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
考
　
古
　
學
　
の
　
暴

代
ゆ
る
も
可
な
り
。
而
し
て
屋
根
被
ひ
其
他
は
美
槻
を
傷

け
ざ
る
程
度
に
於
い
て
勤
最
も
餓
撃
な
る
を
要
す
Q
だ
や

廣
大
な
る
壁
跡
に
於
い
て
，
往
々
之
を
公
園
的
に
構
造
す
w

る
こ
ご
を
必
要
と
す
辛
く
、
此
際
植
樹
の
如
き
も
宜
じ
く

遺
跡
の
造
ら
れ
把
る
當
初
の
も
の
を
選
び
．
遺
跡
の
美
概

を
添
へ
、
遣
物
に
何
等
の
害
尊
墨
へ
ざ
る
も
の
を
撰
揮
．
す

る
を
肝
要
と
す
。

　
畑
道
主
な
公
園
止
則
に
造
れ
ろ
も
の
は
、
例
一
へ
げ
【
伊
・
太
耐
刑
羅
摺
馬
刀
ラ
カ
ラ
浴

　
掛
蛙
チ
畑
サ
離
富
蛙
の
如
き
あ
り
。
パ
ラ
チ
ノ
丘
の
植
樹
ぽ
瀞
二
敏
授

　
の
油
意
に
よ
リ
、
羅
馬
時
代
に
於
け
ろ
も
の
な
揮
め
り
。
グ
リ
ー
ト
島

　
　
ク
ノ
ソ
ス
逡
跡
も
瓢
ヴ
ア
ソ
ス
八
二
の
手
に
よ
リ
。
保
存
ど
修
理
の
鮎

　
　
に
於
い
て
、
完
全
な
る
注
意
な
梯
は
れ
ぬ
る
な
見
ろ
。
其
他
伊
太
利
、

　
蔚
殿
讐
の
遺
跡
の
修
理
と
保
存
は
塾
考
に
資
す
古
き
も
の
多
し
と
な
す

　
　
　
の
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
の

八
五
．
紀
念
物
保
山
．
硫
法
案
　
考
古
學
的
遺
物
事
跡
は
、
美

術
的
歴
史
的
．
儂
値
を
有
す
る
物
件
〆
丑
ハ
に
、
國
家
が
其
の

費
用
を
以
て
保
存
し
、
之
を
永
久
に
傳
ふ
る
義
務
あ
る
こ

ご
を
言
ふ
を
侯
た
す
○
之
を
規
完
す
る
の
鼻
塞
規
期
を
設

け
、
意
識
的
の
破
壌
ご
、
國
外
に
流
欝
す
る
を
防
ぐ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
策
三
號
　
　
二
〇
　
（
西
允
殴
）

丈
明
輝
國
一
般
に
努
力
し
つ
』
あ
る
所
な
り
。
．
此
の
種
の

法
律
を
紀
念
物
法
案
（
竃
O
二
［
＝
μ
ρ
C
一
｝
触
い
　
9
耀
け
）
ε
云
ふ
。
之
に

　
　
　
ギ

は
先
づ
潮
曇
な
る
曝
者
技
術
蒼
政
官
等
は
り
成
る
委
員

曾
を
組
織
し
．
其
の
保
存
す
導
き
品
目
を
指
定
登
録
す
る

を
第
一
歩
と
ず
つ
此
の
登
録
指
定
に
二
法
あ
う
〇
一
は
等

級
を
附
し
て
慣
値
を
斑
別
す
る
も
の
に
t
て
之
を
等
級
法

（
Ω
鍵
肋
。
B
。
暮
）
ご
云
ふ
Q
佛
國
等
の
採
用
す
る
所
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

我
が
古
澱
寺
保
存
病
冠
π
之
に
類
す
〇
二
は
等
級
を
附
せ

す
し
て
登
録
す
る
方
法
に
し
て
B
州
法
（
H
コ
く
0
二
砕
O
一
．
一
N
ρ
甑
O
コ
）

と
臨
け
、
英
断
簿
の
採
用
す
る
．
所
な
り
Q
互
に
一
畏
二
短

あ
る
為
、
前
者
は
世
人
を
し
て
等
級
の
下
位
な
る
も
の
を

薫
じ
、
保
存
を
怠
ガ
！
む
る
黙
あ
り
後
者
を
以
て
弊
害

少
な
し
ど
な
す
」
次
に
・
此
等
國
家
的
紀
念
物
は
適
當
な
る

修
理
を
施
し
『
保
護
を
加
へ
、
其
の
詳
細
な
る
圖
入
目
録

を
出
版
マ
可
き
な
り
、
其
の
詳
細
に
至
り
て
は
、
別
に
題

を
設
け
て
論
ず
る
を
昏
蒙
と
す
る
を
以
て
今
は
之
を
述
べ

す
Q



　
　
紀
念
物
保
存
法
に
就
き
、
各
國
の
法
規
其
他
な
馨
考
す
善
き
は
H
W
弓
9
く
員

　
　
Ω
毫
竃
≧
ゑ
。
暮
り
穿
H
毎
昌
・
・
】
誇
（
Q
輩
葺
壽
。
｝
お
＆
）
な
幸
し
と
な
す
。

　
　
叉
な
爆
客
臣
。
ご
唱
ρ
o
＆
鋳
切
胃
搾
拶
三
多
第
十
一
版
鑑
9
峯
彰
9
導
の
項
な

　
　
滲
照
す
べ
し
．
紀
念
二
目
錐
の
完
全
な
ろ
も
の
は
英
國
各
州
つ
㌘
揮
臼
？

　
　
暮
7
伽
げ
マ
Φ
導
）
の
も
の
葎
磁
嫡
ぐ
可
く
し
我
魍
隅
に
於
い
て
一
は
　
朝
鮮
關
凹
束
州
等

　
　
於
い
て
已
に
二
種
保
存
法
施
行
ぜ
ら
れ
し
が
内
地
に
於
い
て
は
、
本
年

　
　
勧
て
其
の
施
行
に
庇
手
ぜ
ん
と
ぜ
る
は
、
与
る
怠
慢
の
議
奄
宛
れ
す
。

　
　
　
第
害
意
　
博
物
館

　
　
　
つ
　
う
　
の
　
　
　
の
　
ゆ

八
六
、
博
物
館
の
本
義
逡
物
の
保
存
ご
密
接
な
る
關
係

を
有
し
．
更
に
研
究
と
敢
育
と
の
意
義
を
有
す
る
も
の
は

博
物
館
な
り
・
博
物
館
の
萱
葺
な
る
意
義
は
急
な
る
倉
庫

に
臥
す
、
陳
動
駈
に
非
す
．
學
術
研
究
の
目
的
を
第
一
義

こ
し
．
兼
ね
て
祇
言
論
育
に
資
す
る
を
旨
と
す
可
し
。
而

か
も
歓
米
諸
國
・
に
鞭
て
す
ら
．
博
物
館
は
往
々
此
の
意
義

を
充
分
に
徹
底
せ
す
、
軍
に
珍
貴
な
る
も
の
を
忌
避
し
，

學
術
研
究
の
目
的
に
劇
は
ざ
る
も
の
多
き
は
嘆
ず
可
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
。
蓋
し
其
の
飾
縫
悪
酔
（
殊
に
我
國
に
於
い
て
）
が
搏
物

館
を
以
て
、
新
里
敏
育
學
術
研
究
の
痴
と
し
て
の
重
要
な

禦
四
巻
　
薙
纂

謬
喪
學
の
棄

る
幽
息
義
を
認
の
す
も
｛
博
物
館
が
充
分
な
る
資
〔
金
を
・
肩
せ
す

館
員
の
理
想
を
行
ふ
こ
と
能
は
ぎ
る
と
、
館
員
其
者
が
挫

々
老
朽
無
能
の
人
物
を
以
て
充
π
さ
る
玉
こ
と
あ
る
に
本

く
。

　
　
二
物
館
（
り
h
屋
2
彗
）
に
元
と
墨
銀
語
の
「
ム
二
藍
イ
ナ
ソ
」
郎
ら
丈
藝
女

　
　
榊
ミ
ユ
ゥ
ズ
の
祠
堂
な
る
義
よ
リ
出
づ
。
上
代
八
ル
が
兜
ン
，
ア
レ
キ

　
　
サ
y
ド
Ψ
ヤ
、
羅
馬
等
に
も
美
衛
品
の
聚
集
あ
り
、
丈
藝
復
興
期
以
後

　
　
羅
馬
法
王
及
伊
太
刈
貴
族
の
聚
集
盛
に
な
り
し
が
、
來
る
近
懲
の
意
義

　
　
に
於
け
ろ
博
物
舘
と
に
異
れ
リ
。
博
物
館
に
劉
す
ろ
攻
撃
の
一
例
と
し

　
　
て
、
ぺ
｝
リ
ー
空
覚
の
誉
な
引
用
琶
ん
に

　
9
霞
三
塁
①
蓉
φ
彗
。
」
q
げ
鴇
μ
ぢ
。
｝
乱
訴
器
で
ゴ
。
蕊
o
o
「
菖
召
乙
。
お
（
州

　
o
a
角
露
β
夢
㊦
良
主
ぴ
8
。
恥
亀
、
。
菩
。
δ
霞
①
3
Φ
3
ぴ
鍵
。
o
h
琵

　
夢
Φ
塗
9
。
・
o
肉
σ
Q
門
○
コ
嘗
阿
り
槻
二
巴
．
q
’
魂
ぎ
、
ゲ
ぞ
〇
三
」
σ
q
甥
。
ひ
Φ
露

　
ぽ
。
・
ざ
ユ
。
鑑
一
浄
鍵
島
く
帥
蝉
営
。
．
（
℃
o
鼠
ρ
り
H
｛
・
夢
。
勢
）

　
　
　
ゆ
　
み
　
の
　
の
　
ゆ
　
ゆ

八
七
．
博
物
館
ざ
大
畑
　
博
物
館
が
學
穂
研
究
の
府
…
の
一

た
る
に
於
い
て
は
蕩
同
上
の
目
的
を
以
て
成
れ
る
大
學
と

は
・
常
に
相
提
携
し
て
親
密
な
る
關
係
を
有
す
可
き
は
言
を

倹
た
す
○
其
の
相
互
に
研
究
を
援
助
し
。
資
料
を
開
放
す

黒
き
は
當
然
の
義
務
な
♪
と
す
り
而
か
も
世
間
往
々
に
し

第
　
皿
二
丁
　
　
　
一
　
一
　
一
　
（
四
六
玉
）
．



第
四
巻
　
雑
纂
　
考
古
攣
の
栞

て
此
の
當
然
事
は
實
現
せ
ら
れ
す
し
て
、
繊
洲
藤
野
に
於

い
て
も
大
學
と
博
物
館
と
は
相
反
諭
し
、
博
物
館
が
軍
に

珍
貴
な
る
物
品
を
蒐
集
す
る
に
努
め
、
共
存
の
寄
物
を
朋

に
す
べ
き
資
料
を
散
逸
せ
し
む
る
等
非
學
術
的
の
議
多
き

を
聞
く
こ
と
｝
の
る
は
憾
ご
す
。
た
“
例
へ
由
に
莫
闘
開
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
、
グ
ブ
ジ
ン
、
　
エ
デ
ン
バ
ラ
、
り
∬
ソ
ア
プ
ー
ル

等
の
博
物
館
は
大
恥
こ
の
提
携
完
全
に
し
て
、
此
種
の
嘆

を
聞
か
ざ
る
は
羨
望
に
値
す
。

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

入
八
、
博
物
館
の
採
光
博
物
館
に
於
け
る
第
一
の
必
要

條
件
は
探
光
（
壽
M
”
θ
両
コ
⑳
）
ご
陳
刻
の
方
法
こ
な
り
，
爾
灘
と

も
先
づ
充
分
な
る
場
塵
を
豫
督
す
O
採
光
は
直
線
光
線
に

し
て
、
且
つ
充
分
な
る
を
要
し
、
幾
つ
陳
列
品
に
解
し
適

當
な
る
方
向
よ
う
之
を
取
ら
ざ
る
ぺ
か
ら
す
。
多
く
の
博

、
物
館
に
於
て
軍
に
外
親
の
美
の
み
を
專
に
し
、
此
の
第
一

條
件
た
る
採
光
法
に
注
意
せ
ざ
る
も
の
あ
る
は
遺
憾
な
り

而
か
も
光
線
の
方
向
に
よ
り
鑑
賞
上
大
な
る
影
響
を
及
ぼ

す
べ
き
五
趣
彫
刻
等
に
あ
り
て
は
窓
被
ひ
、
彫
刻
の
二
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
鱗
三
號
　
　
一
一
ご
　
（
四
穴
六
）
．

絡
瀞
の
門
下
を
移
動
し
得
ベ
ポ
様
造
影
し
、
午
前
午
後
其

他
光
線
の
墾
化
に
癒
じ
て
．
之
を
調
節
す
る
の
設
備
を
要

す
。

　
飲
洲
の
憾
物
館
に
於
ゼ
て
は
既
等
の
講
習
に
注
意
し
、
縮
盤
の
額
緑
に

　
壁
面
に
其
の
一
端
な
蝶
番
な
以
て
画
着
し
、
彫
刻
の
肇
座
は
弼
韓
す
可

　
く
作
・
ヶ
れ
、
槻
覧
者
R
勇
鴎
意
に
之
な
移
動
す
る
な
得
。
叉
ぬ
強
き
光

　
綴
に
暴
露
す
る
葎
腋
…
ふ
も
の
に
は
、
硝
子
㎞
側
の
上
に
▼
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
垂

　
れ
、
魏
騰
者
は
之
尋
取
除
σ
て
概
脆
し
六
ろ
後
、
鳥
ら
ブ
ラ
イ
ン
ド
な

　
復
し
置
く
様
に
ぜ
リ
。

　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
む
　
の
　
ゆ

入
歯
．
陳
列
の
方
法
は
美
術
品
諾
意
な
る
考
古
學
的
資

料
に
は
因
よ
り
趣
を
異
に
す
る
も
の
あ
り
G
後
瀬
は
原
則

と
し
て
地
方
酌
に
分
類
し
、
同
…
地
黙
に
て
襲
見
の
品
物

殊
に
同
時
に
機
掘
の
も
の
は
．
凡
て
一
箇
所
に
取
纏
め
て

陳
列
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
繋
れ
巳
に
述
べ
π
る
が
如
く
共

存
伴
毘
の
關
係
は
、
蒔
代
其
他
を
知
る
べ
き
鍵
鎗
だ
る
を

以
て
な
り
○
次
に
一
地
方
薮
見
の
も
の
を
順
序
す
る
に
、

更
に
歴
史
的
時
代
を
以
て
す
。
此
の
地
方
的
、
歴
「
史
的
配
列

の
褄
式
方
法
を
以
て
、
考
古
与
頭
博
物
館
に
於
け
る
最
良

蟻



普
通
の
方
法
な
り
と
す
○
叉
た
前
者
即
ち
美
術
品
は
以
上

の
外
、
更
に
其
の
作
品
の
鑑
賞
に
資
す
べ
・
き
環
境
を
作
り

壁
面
の
色
澤
、
鶴
座
額
縁
等
の
購
造
も
亦
た
深
く
意
を
用

み
て
、
調
和
を
保
だ
し
め
ざ
る
ぺ
か
ら
す
○
特
に
重
要
な

る
作
品
は
他
の
も
の
と
分
離
し
て
、
輩
一
に
之
を
山
室
内

に
、
或
は
室
内
の
重
要
位
量
に
置
く
こ
と
を
要
す
。

　
口
】
里
〃
ウ
プ
ル
な
る
ミ
ロ
の
ヴ
イ
ナ
ス
偬
隊
、
羅
門
馬
バ
チ
カ
ン
な
る
ラ
ナ

　
　
コ
ー
ン
、
一
同
テ
〃
メ
偉
～
物
．
館
皿
な
る
キ
レ
ネ
の
ヴ
イ
ナ
ス
像
」
の
如
↑
亀
b
単
一
な

　
　
↓
室
内
に
分
離
し
て
之
な
陳
列
し
、
静
に
此
の
美
術
の
大
作
な
鑑
賞
す

　
　
る
な
得
し
め
た
リ
。

　
特
殊
の
圭
義
な
以
て
隙
列
ぜ
ろ
博
物
館
の
鳳
と
し
て
英
國
寳
ク
ス
フ
ナ

　
ー
ド
・
大
陽
ぶ
禅
物
館
ビ
ツ
「
㍗
サ
ヴ
ナ
竃
ス
鹸
…
の
一
一
い
6
グ
O
切
唱
σ
O
卿
ヨ
Φ
湧
鳩

　
O
昏
謬
O
ざ
σ
Q
号
巴
挿
昌
三
唱
岩
】
一
一
。
。
8
注
0
鴛
Φ
｛
琶
．
壁
回
0
9
0
q
壕
置
『
9
謡
9
く
ε

　
響
琶
。
甑
窪
簿
。
噂
鼠
豊
2
蓉
｛
難
口
図
自
ケ
ぎ
。
夢
。
江
。
巴
一
ざ
魯
。
魁
Φ
く
9
、
雨

　
巳
Φ
暮
”
諺
自
8
轟
営
償
5
、
噸
O
鴨
已
暮
。
缶
巳
鍵
…
。
。
吟
9
口
夢
O
　
。
α
ぎ
そ
、
0

　
8
夢
。
彰
き
8
巨
魚
露
門
｛
）
毒
ピ
な
源
鮒
と
し
8
ぎ
①
埼
註
竃

　
く
9
ぼ
簗
饗
7
螢
霞
糞
餐
　
　
等
奄
示
さ
ん
こ
と
に
努
め
、
濁
代
野
簿
勲
氷
開

　
人
に
よ
り
て
古
代
愁
訊
明
ぜ
ん
と
試
み
六
る
は
頭
臼
し
。
さ
れ
ど
之
は

　
　
M
箇
の
著
書
に
接
す
う
が
如
く
有
盆
な
う
も
、
研
究
材
料
奄
獲
ん
が
爲

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
滲
　
古
　
漿
　
の
　
栞

　
　
め
に
は
却
っ
て
不
畏
多
し
。

　
　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
の
　
　
　
り
　
　
ワ
　
　
　
　
な
　
　
　
　
　
ゆ

九
〇
、
搏
物
舘
の
目
銀
及
毘
版
　
博
物
舘
の
陳
列
方
法
と

蓬
号
し
て
、
其
の
附
け
札
は
最
も
大
切
な
る
も
の
な
り
。

こ
れ
は
簡
明
に
し
て
且
つ
親
切
な
る
バ
・
匁
、
既
に
登
表
せ

ら
れ
た
る
著
書
論
文
等
の
丞
照
を
も
掲
記
す
る
を
要
す
Q

又
た
博
物
舘
は
望
薄
こ
し
て
完
全
な
る
爲
誤
解
籍
を
備
へ

」
セ
る
目
録
を
作
り
。
同
時
に
科
学
的
に
編
纂
せ
む
れ
把
る

　
　
　
　
　
カ
タ
ロ
く
グ

爲
眞
挿
入
の
冒
錐
案
内
を
幽
版
す
る
の
義
務
を
有
す
。
其

他
搏
物
舘
は
研
究
の
府
だ
る
自
然
の
結
果
こ
し
て
研
究
的

旧
版
あ
る
べ
き
は
云
ふ
迄
も
無
し
。

　
　
薄
物
館
ぽ
考
古
學
的
資
料
の
蒐
集
と
共
に
其
の
複
製
な
も
作
り
て
、
原

　
　
物
の
破
壌
喪
失
の
際
に
於
σ
る
準
備
あ
る
准
要
す
可
く
．
複
装
贔
模
型

　
　
等
の
系
統
的
占
卜
に
よ
リ
、
轡
識
の
誓
及
な
謀
る
こ
と
な
得
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
×

　
考
古
學
の
栞
は
一
先
づ
以
上
を
以
て
完
結
蓬
な
し
、
次

　
回
に
於
い
て
は
重
要
な
る
墾
考
書
を
刻
噂
し
て
．
其
の

　
簡
輩
な
る
解
題
を
試
む
べ
し
。
　
，

窮
こ
隔
號
　
　
　
　
繭
　
網
謙
幅
　
（
四
H
轟
ハ
者
）


